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承
ル
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;小
.
^
.穹

费

て

；
：パ「

相
対
的
安
定
.
1期
の
世
；
' 

ぺ
界
^

•
昏
が
再
編
成
さ
れ
v
w「

z:
.
o年
代
に
.夕
ふ
：
 

ら
れ
た
こ
の
前
提
条
件
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ア
メ 

.リ
ヵ
に
端
を
発
し
：た
.恐
慌
が
''
ァ
.メ
リ
.力
対
外
投
資 

の
減
退
と
停
止
と
.を
衝
擊Q

契
機
.と
.し
て
、：
世
界
的 

規
模
办
恐
慌
と
な
？」
：̂

.

@

0

8と
；：い

':
5
;国
際 

金
融
、
^:
.の
:̂
ズ
：リ
：ヵ
国
内
的
現
象
ど
.し
て
の
株
式
.，
 

y

.卜
ム
©
1
,
,
.
.
金
融
政
策
及
び
_

際

収

支

，
関

係

の

' 

;分
析
、

：
：

と
い
っ
た
.金
融
機
能
的
分
析
視
角
と
、
■.自
動
. 

，.庫
、
：連
策
業
、：.：'鉄
鋼
業
及
び
農
業
並
び
に
電
力
そ
の
：
 

.ノ
他
の
公
益
事
業
：と
い
っ
た
ー
ー
0
ヸ
れ
及
び
_大
恐
慌
に
. 

お
：い
：て
主
要
な
役
割
を
演
じ
た
産
業
諸
部
門
の
部
門 

ー
別
構
造
分
析
の
.視
角
で
あ
咚
と
.い
.え
'4
;
う
。/
し
た
が 

っ‘て
'、.
単
^
恐
慌
研
究
に
と
.ど
ま
ら
ず
ハ
ナ
メ
リ
ヵ
：

'
主
要
産
業
の
.構
造
分
析
と
.い
う
点
で
，も
す
ぐ
れ
た
成
.

. 

果
を
あ
げ
て
.い
る
の
で
あ
る
.が

；
、

：
編

著

者

自

身

ノ

告
 

肖
さ
れ
て
い
.る
ょ
う
に
、
-
編
著
者
の
前
記
問
題
意
識 

.
か
ら
す
れ
.ば
、：
.

「

問
題
の
解
決
に
到
達
す
る
以
前
の 

.段
階
で
"
問
題
の
提
起
.を
.な
.し
た
.に
す
ぎ
な
や」

。
 

金
融
的
機
能
分
析
視
角
と
構
造
分
析
視
角
と
.い
う
、
 

.そ
れ
自
体
極
め
て
正
し
い
両
視
角
か
ら
：す

.る
d

の 

」
「

大
..恐
慌
め
研
究」

が
提
起
さ
れ
た
：問
題
を
ど
の
ょ
，
 

う
に
解
決
•
'収
斂
し
て
み
せ
る
か
.は
、
'
'な
お
.今
後
め 

諸
研
究
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
ぞ
れ 

が
た
め
^
は
、
，な
.：
お

、
.

：

も

う

一つ
、.社
畠
±
義
体
制 

.

生
誕
の
'あ
然
ほ
、
世
界
資
本
主
義
の
体
制
的
危
機
の

\ 

/

視
角
が
不
可
欠
で
あ
る
ょ
ぅ
に
思
わ
れ>

9
。 

、

■

;,
:
;>
も
あ
れ
:;
:
'同

-
の
研
货
目
標
'©
;も
と
に
？.r

目
標 

の
達
成
に
必
要
な
独
立
の
諸
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
追 

.■求
す
る
.こ
.，と
..に
ょ
っ
.て
-
両
大
戦
.間
お
，.ょ
.び

そ

の

.
前
 

後
^
わ
た
る
ァ
メ
リ
力
資
本
主
義
経
済
に
つ
い
て
、
' 

新
鮮
な
学
問
的
財
産
を
：提
^

^
た
：も
の
と
：.い
：え
>
 

テ
。
;'
<
東
京
太
学
出
版
会
：：.：<
:
:
5

」

五
五
：八
頁
•：

.一
；
 

八

〇

〇

円

)

.:
;

I

I

政

治—

.

* 

...
 

-
.
*
:

.■
- 

.

- ,
^

泉
り
# :
'

著：̂:
-

-

'vf
.
.

 

.

.

::-
;

.

' ,

,

,

.こ
九
は「

世
界
思
想
家
全
書」

の 

一•
冊
で
、

，

J
 
• 

s
 

.

.ミ

.
ル
の
思
f

 
ノ
倫
理
学
の
立
場
か
ら
解
明
し 

f

c
も
の
で
：あ
.
を
。

'
 

■.

，
先

ず

著

者

は

，

'、
、
ル

の
.生

涯

に

つ

：

い
て
そ

の

，
思

想
. 

を
点
描
、
彼
の
倫
理
学
を
、
.
メ
タ
倫
理
学
の
立
場
.か 

ら
再
検
討
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
.、
'わ
れ
わ

；
^が行
動 

の
規
準
と
じ
.て
い
る

素
朴
な
功
利
主
義
に
反
省
の
光 

を
な
げ
か
げ
、
現
代
倫
'班
学
界
の
問
題
の
所
茁
を
示. 

し

、

客

観

的

な

.
態

度

を

と

る
こ

と

を
期
待
す
る
。

:(

第
一
章
、
緒
論)

.

い
ぅ
ま
で
も
な
く

ミ

，ル
は
、

べ
.ン
.サ
ム
の
功
利
主
. 

義
か
ら
出
発
し
、
し
か
も
べ
ゾ

サ
ム
と
は
異
つ
て
、
 

快
楽
.を
量
と
質
の
双
方
か
ら
考
え
、へ
満
足
し
.た
膝
よ

り
は
不
満
足
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
方
を
撰
ん
だ
。
著
济 

は

が

办

齋

利

主

義

の

：
説

明

に

：
っ

い

て

，

.£
'
ル

の

証

明
 

.は
弁
護
士
の
弁
論
と
同
じ
く
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
，
‘ 

そ
の
証
明
は
、、、
ル
の
人
生
経
験
全
体
を
と
お
し
て
っ 

ち
..か
わ
れ
育
て
ら
れ
確
信
，の
域
.に
ま
で
達
し
た
人
生 

観
：(

功
利
原
理)

を
弁
護
|
る
理
山
を
1
出
す
る
こ 

と
で
あ
0-
，
_人
ん
の
理
性
に
訴
え
る
点
で
合
理
性
を 

も
っ
と
こ
れ
を
擁
護
し
て
い
る
，。

(

第

一

一

章'：
'

ミ

ル 

.の
倫
理
学
体
系
.

)

:'
-
:
.

;

.
以
下
、
そ
の
内
容
を
造
う
と
"
:.
.
V 

,

...

現
実
の
社
会
制
度
や
規
則
に
功
利
主
義
を
適
用
す 

る
た
.め
.の
、.平
等
の
原
理
に
っ
い
て
、
'
'
V.ル
は
平
等
の 

原
理
は
外
に
あ
る
結
果(extrinsic c

o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
)

、
. 

社
会
的
功
利
性
を
考
え
、
正
当
な
平
等
と
不
当
な
平 

等
を
.区
別
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
自
|4
1
の
原
理
に
ば 

知
性
活
動
.に
関
.
^
,る
限
り
そ
の
も
の
.に
価
値
が
あ
る 

と
い
う
、
内
.に
あ
る
結
果(intrinsic 

c
o
s
e
q
u
e
n
c
e
s
)

 

が
：認
め
ら
れ
、
外
に
あ
る
結
果
：の
価
値
し
か
認
め
ら 

れ
处
か
っ
た
〒
#
よ
り
は
、

一
段
と
.高
く
評
価
さ
れ 

た
。
.(

第
三
章
、
平
等
と
'自
由) 

：

:
£
の
よ
う
な
功
利
主
義
が
具
体
的
問
題
に
適
用
さ 

れ
た
時
、
ミ
ル
の
姿
勢
は
さ
ら
に
.明
ら
か
と
な
る
。
 

彼
.は
労
働
者
階
級
が
一
，
般
に
：う
そ
っ
き
で
あ
る
と
述 

ベ
、
彼
ら
の
：知
的
•道
徳
的
改
善
を
望
ん
だ
。
そ
し
て 

熟
練
労
働
者
に
は
参
政
権
や
企
業
参
加
を
認
め
っ
っ 

本

，'
 

未
熟
練
労
働
者
は
雇
用
労
働
者
の
地
位
を
し
め

る

だ

：け

と

：し

た

。

.
ま
た
選
挙
に
つ
.い
て
、
；民
主
主
義 

を
期
待
し
：つ
つ
.
も
多
数
者
の
支
配
を
危
険
と
し
、
複 

数
投
票
制
を
提
案
し
た
。':
ま
た
女
性
に
つ
い
て
も
、
 

彼
女
ら
が
し
い
た
げ
ら
れ
て
い
る
原
因
を
社
会
の
伝 

統
や
慣
習
に
見
な
が
ら
も
、
'

ミ
ル
が
男
性
の
支
®
か 

ら
解
放
さ
せ
た
い
と
望
ん
だ
女
性
は
、
お
も
に
哲 

学
、
科
学
、
：芸
術
に
お
い
ズ
優
れ
た
能
カ
を
発
惲
で 

き
る
素
質
を
も
つ
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
。
S

四
章
、
 

:

功
利
原
理
の
適
用)

：

.:
-

,‘
 

.

そ

し

て

さ

ら

に

.第

五

章

に

お

い

て

ミ

ル

の

宗

教

に
 

つ
い
て
解
明
、
第
六
章
に
お
い
て
文
献
.の
紹
介
が
.お 

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
.

の
書
は
、
ミ
ル
研
究
の
入
門 

'

書
と
い
う
だ
け
で
ば
な
く
、/
■
倫
理
学
の
立
場
か
ら
照
，
 

明

を

あ

て

問

題

の

所

在

を

示

し

て

い

る

の

，
で

、
,
、
'
、
ル 

に

つ

い

て.あ

る

程

度

の

知

識

を

も

ち

倫

理

^'
.
に

関

心 

を
寄
せ
る
人
に
はT

層
興
味
あ
る
も
の
で
：も
ろ
う
。
 

た
だ
し
ミ
ル
の
思
想
は
も
ち
ろ
ん
こ
扣
に
尽
き
る
も 

の
で
a'

な
く
、
経
済
学
.、
政
治
学
、，.
社
会
学
、
.
論

理

：
 

.
学
^-

と
多
方
[5
*

に
わ
た
.
-?

て
い
.
る
.
の
.で

，
：
各

分

野
0

. 

研
究
書
を
併
読
す
るA

J

と
が
望
ま
し
い
。
た
と
え
で 

功

利

主

義

を

疋

面

か

ら

扱

っ

て

ぃ

な

が

'?
'

'

そ

の

プ 

ル
ジ
ョ
ア
性
に
つ
.い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
ょ
う
な 

点

：は

問

題

で

あ

る

。

'
.こ
う
い
う
^'

に
つ
.

い
て
i

、
も 

っ
と
当
!^

の
市
民
社
会
の
問
題
性
ヒ
.つ
い
.て
検
討
す
.：
 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
,0

ル
.
を
倫
理
、'，
ま
た
は 

.
論
理
.

0

次
元
.で
.
.見
.る
だ
^

で
は
な
く
、
.
.
, 

'
、、：ル'
/の
影
響
，

が
今
日
で
も
大
き
い
だ
け
に
、
根
本
的
な
批
判
、
克 

服
を
期
待
し
た
い
。

(
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九
.六

四

年

五

月

： 

刊
•

新

書

版.

一

五

七

ぺ

ー

ジ
.

ニ

五

〇

円

)

I
白

井

厚

I

':
-
:

,

菊

地

昌

典

著
.

.

' 

.

.

-,'
:-
■.

『

■ロ
シ

ァ

農

奴

解

放

の

研

^

y 

v 

I
ッ

ァ

Iリ
ズ
•ム
の
危
機
と

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
改
革』

：
-

:

一：八
六
1
年
三
月
：五
0
に

発

布

さ

れ

た

、
ロ

シ

ァ

の
 

農
奴
解
放
令
は
、
：
ロ.
シ
ア
近
代
化
の
第
':ー；.歩
4
し
て 

有
名
で
あ
る
。
.
.特
，.に
そ
の
後
の
：ロ.
'ゾ
.ァ

近

代

化

の

：
過
 

程

が

、
：
.I.

九

〇

五

年

の
#

^
を

経

て

，

：：

一

九I:

七

年
 

'

の一

.ー
，
月

取

命

、

~.
o
月
輩
命
を
生
起
せ
し
め
、
現
在
の
ぐ 

マ
社
会
主
義
体
制
に
ま
で
到
っ
.た
こ
と
を
考
え
る
と
、
 

口
'ゾ
ァ
の
農
奴
解
放
：は
実
に
多
様
九
問
題
点
を
含
ん 

で
.い

る

と

い

わ

ね

ば

な

ら

な

い

。
，

■•
■'
.従

来

我

が

国

の

外
 

国

経

済

史

研

究

が

：
西

3
丨
ロ
ッ
パ
‘に
限
^
れ
勝
ち
で 

.あ
り
' 

ロ

、ゾ

ァ

経

済

‘史
办
研
究
.ば
、
小
#-
良
正
^
や 

增
田
富
寿
氏
の
先
駆
的
労
作
に
ょ
：0、‘て
.行
ゎ
れ
：て
.ぎ 

た
.に
.過

ぞ

な

ぃ

。

そ

の

意

味

で

今

回

菊

地

畠

典

圬

に

：： 

ょ
っ
て
ロ
Vゾ
ァ
農
奴
解
放
の
専
門
的
研
究
が
発
表
さ 

れ
た
こ
と
は
、
我
が
国
学
界
に
と
っ
て
実
に
喜
ば
し 

Vこ
..
と

-で
-あ
.る
® 

. 

' 

■ .

.と
こ
ろ
で
本
書
の
第r

章
は
、
従
来
の
ロ
シ
ア•

■

ソ
ヴ
ヱ
ト
及
び
ヨ
ー
口
ッ

パ

•
ア
メ

リ
ヵ
の
研
究
史 

の
概
観
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
農
奴
解
放
の 

:不
徹
底
性
か
ら
農
奴
解
放
の
歴
史
的
意
義
を
全
而
的 

に
.否

定

す

る

：
立

場

.や
？
農
奴
解
放
の
人
道
主
義
的
評 

価
力
ら
こ
.の
解
放
を
無
条
件
に
肯
定
し
よ
う
と
い
う 

立
場
の
双
方
を
戒
め
て
い
る
。

そ
し
て
著
若
自
身 

:

は
、.
農

奴

解

放

が

，
あ

く

生

で

ッ

ァ

ー

リ

ズ

ム

の

主

導
 

.

に
'
.よ
つV

行
わ
れ
た
上
か
ら
の
反
動
的
改
革
で
あ
る 

と
み
る
と
共
に
、
こ
の
改
^
.の
結
果
、
口

シ
ア
独
特 

.
の
資
本
主
義
的
発
展
が
：急
速
に
開
始
せ
ら
れ
た
と
い 

う
意
味
で
、''
解
放
は
ブ
ル
ジ
ョ
ブ
的
性
格
を
も
兼
ね

'

.
傭
.え
て
.い
た
と
し
て
い
る
。
'こ
の
よ
う
な
著
者
の
立

.

場
は
、

口
シ
ァ
革
命
の
偉
大
な
指
導
者
レ
ー
ニ
ン
の 

-

そ

れ
1
略

1
致

し

て

い

る

。
.
：

.
:
さ
て
著
者
は
以
上
の
兹
本
的
立
場
に
立
つ
て
、
豊 

富
な
史
料
や
_

礎
的
文
献
を
渉
.狐
し
た
結
果
、
第
二 

.

章
以
下
の
.極
め
て
実
証
的
分
析
を
展
開
す
る
。

■

:

第

二

章「

農
奴
解
放
の
歴
史
的
前
提
I

M

主
経 

'-
営
の
実
態
と
.矛
盾
I

J

、r

第
一1$

「

農
奴
解
放
の 

:
国
際
的=

国
内
的
契
機
/

:

第
四
章
：「

農
奴
解
放
の 

こ

準

備

過

程

」

、
へ

第

五

章

「

農

奴

解

放

の

実

施

過

程

」

:

.

が

そ

れ

で

あ

：る
。
'-
::
 .
'
.

:

第
二
章
に
お
い
て
は
、
農
奴
解
放
の
主
体
で
あ
つ
. 

た
特
権
的
閉
鎖
的
世
製
貴
族
の
農
奴
支
配
の
実
体
を 

浮
ぎ
彫
り
に
し
た
上
で
、
十
九
世
紀
半
ば
の
農
奴
制


